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若者の行動様式
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若者を取り巻く環境と意識／【環境】インターネット

〇インターネット利用率は2020年時点で10代～50代まで大きな変化なく90％台の高水準。

〇ほぼ全ての年齢層でモバイル端末保有率は90％超、２0～60代でスマートフォンの保有率は80％を超える。

〇平日のインターネット利用時間はコロナ禍以降に全ての年代で増加。中でも10～20代は1日あたり3時間を超える。

〇インターネットの利用目的は10～20代で「ソーシャルメディアを見る・書く」、「動画投稿・共有サービスを見る」が多い。

出典：消費者庁 「令和4年版消費者白書」
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〇10代後半、20代は8割程度が1時間以上利用、さらに一日あたり3時間利用している割合が約4割を占めており、他世

代と比較し著しく高い。

〇若者はSNSを情報収集のメインツールとして利用する一方、情報の公開、発信は注意深く行っている。

出典：消費者庁 「令和4年版消費者白書」

若者を取り巻く環境と意識／【環境】ＳＮＳ



若者の行動様式／商品・サービス購入時の情報源
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--74.824.447.019.714.119.255.641.083.871.413.727.866.215～19歳
-0.272.138.155.730.719.229.860.537.486.672.517.626.160.720～29歳

0.20.367.242.858.438.619.428.064.619.870.079.630.933.067.830～39歳
0.10.566.045.756.938.614.528.362.211.849.582.634.843.068.040～49歳
0.50.566.251.848.838.810.524.156.24.830.775.646.051.075.850～59歳
0.80.762.955.728.225.16.013.437.03.016.958.758.164.983.760～69歳
1.51.466.654.611.016.73.16.017.41.27.030.563.670.880.370～79歳
4.12.264.743.33.910.50.71.76.60.52.413.156.470.373.580歳以上
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1.71.740.29.424.86.03.06.423.510.757.332.12.14.720.915～19歳
0.20.732.816.934.65.83.07.627.58.358.931.60.93.214.520～29歳
1.22.631.618.239.212.13.96.828.05.139.336.85.07.017.130～39歳
0.71.431.622.834.815.64.48.228.03.323.242.76.89.820.240～49歳
1.81.734.028.128.014.82.37.225.61.111.840.913.314.725.450～59歳
2.72.336.532.112.411.91.44.419.21.05.627.726.425.434.160～69歳
5.13.141.635.74.28.00.82.68.50.12.213.433.938.037.870～79歳

10.23.445.329.21.25.40.20.53.9-0.25.632.638.438.980歳以上

あなたは、商品やサービスを知る又は購入を検討する際に、どこから情報を入手していますか。
（２）（１）で選んだもののうち、重視する（購入の決め手となる）情報源を、最大で３つまでお選びください。

あなたは、商品やサービスを知る又は購入を検討する際に、どこから情報を入手していますか。
（１）情報を入手するものとして、当てはまるものを全てお選びください。

【出典】令和５年度消費者意識基本調査（消費者庁）

○ 30代以下は、SNSで情報入手し、SNSが購入の決め手となっている。
○ テレビ・ラジオは年代横断的に情報入手に用いられるが、購入の決め手とはなりにくい。
○ 家族・友人・知人の声は、若年層を含め年代横断的に購入の決め手となっている。
○ 若年層では、店頭・店員については、情報入手手段・購入の決め手のいずれにもなりにくい。



44.3
38.4

30.0
22.6

13.3
6.1

2.1
2.9

44.8
50.0

54.1
56.3

59.0
48.2

36.0
32.4

7.8
7.7

10.9
15.6

19.1
29.8

31.0
33.3

1.7
2.6

2.8
4.0

5.5
8.4

20.4
18.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

15～19歳
20～29歳
30～39歳
40～49歳
50～59歳
60～69歳
70～79歳
80歳以上

インターネット上の口コミや評価が高い商品を選ぶ

16.1
15.3
14.0

9.8
6.1

3.2
2.3
4.8

27.8
35.6

32.5
31.5

26.8
20.2

14.0
14.3

32.2
28.6

34.5
41.8

43.3
42.6

39.6
37.1

18.3
14.9
12.9

12.6
15.9

19.9
24.0
25.7

4.8
5.1
5.5
4.2

7.6
12.6

18.1
14.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

15～19歳
20～29歳
30～39歳
40～49歳
50～59歳
60～69歳
70～79歳
80歳以上

高評価の口コミよりも低評価の口コミを、より重視する
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評価の点数が低くても、家族や友人が勧める商品であれば
購入することがある

【出典】令和５年度消費者意識基本調査（消費者庁）

○若年層において、ネット上の口コミ・評価は購入の大きな決め手。販売者の説明よりも信頼が置かれる。
○また、一般的な評価が高くても、低評価の口コミの有無を確認しており、慎重さが見られる。
○一方で、中高年層よりも、家族・友人等の勧めをやや重視する傾向にある。

若者の行動様式／インターネット上の口コミ・家族や友人の勧め
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自分の興味がない内容を見ることに、ストレスを感じる

○ネットで自らに合わせた情報が優先的に表示されることの認識は、各年代層で大きな差はない。
○若年層は、それにより自分の視野が狭まっている、との認識が強く、自分の関心以外の情報にも触れたいとの意向
がより見られる。

【出典】令和５年度消費者意識基本調査（消費者庁）

若者の行動様式／自分の興味・関心に合わせた情報の表示
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〇10代後半～20代は他年代と比較し「参加型のイベント」、「有名人やキャラクター等を応援する活動」にお金をかけている。

〇若者に特徴的な消費形態として、「トキ消費」「推し活」があり、他の年齢層と比較して「今しかできない参加型の体験コン

テンツ」、「有名人やキャラクター等の応援」への消費意欲が高い。

若者の行動様式／消費行動

出典：消費者庁 「令和4年版消費者白書」
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【調査概要】
調査名 ：若者のライフスタイルと旅行に関する調査（西武文理大学 波潟郁代／高瀬浩、ナビタイムジャパン 藤澤政志）
調査方法：インターネット調査 調査期間：2024年3月8日～3月14日
調査対象者：
＜事前調査＞
全国に居住する男女19歳～69歳 6,881名
<本調査＞ スクリーニング調査回答者のうち19歳～39歳で、2022年、2023年のいずれの年か、あるいは 両年に宿
泊を伴う旅行をした人987名（国内海外は問わず、帰省を含み、出張を除く）

出典：JTB総合研究所「コロナ禍以降に成人を迎えたZ世代の旅行についての考察（若者とライフスタイルに関する調査より）」

若者の変化や違い
をより詳細に知る
ために、Z世代の
若者を「Z世代初
期」、「Z世代コロナ
期」「Z世代ポスト
コロナ」の3つに分
け集計

若者の行動様式／Ｚ世代の旅行
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〇旅行に期待することについて、数値上世代間差が大きく表れたのはZ世代コロ及び初期における「趣味を同じくす
る人達との交流を広げる」、「第二、第三の居場所として思い入れのある、リピートしたい場所をつくる」、「より多くの
知らない人たちと交流する機会を作る」、「Iターン、Uターン先の候補地が現れる」の4項目。

出典：JTB総合研究所「コロナ禍以降に成人を迎えたZ世代の旅行についての考察（若者とライフスタイルに関する調査より）」

若者の行動様式／Ｚ世代の旅行

主要な「期待すること、もたらしてくれること」は
世代間格差が比較的小さく、共通した全体のボ
リュームゾーン。



9出典：JTB総合研究所「コロナ禍以降に成人を迎えたZ世代の旅行についての考察（若者とライフスタイルに関する調査より）」

〇旅のきっかけとなる媒体は「行きたい場所が出ているYouTubeなどの動画」が37.1％、同Instagramが30.0％、

「フォローしている人や関心あるテーマのうち、旅行に関わるYouTubeなどの動画」は29.7％で動画が主流。

〇テレビは「プレゆとり世代」だけが他世代と比較して高い（34.6％）。

若者の行動様式／Ｚ世代の旅行
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〇旅先の計画を立てるための情報源は、全体では「Googleの口コミ（30.4％）」「インスタグラムで検索（30.2％）」

「Googleのキーワード検索上位の結果表示（27.6％）」と検索機能を利用したものが上位。

〇インスタグラム検索では、特に「Z世代コロナ期（34.7％）」と「Z世代ポストコロナ（36.4％）」が高い。

〇若い世代ほどGoogleの口コミの利用が高い一方、旅行情報専門サイトの「旅行口コミサイト」の利用は低く、旅行計画

時に情報専門媒体の活用頻度が低い。

出典：JTB総合研究所「コロナ禍以降に成人を迎えたZ世代の旅行についての考察（若者とライフスタイルに関する調査より）」

若者の行動様式／Ｚ世代の旅行


